
５月２６日(金)の参観日には、多くの保護者の方に参観いただきありがとうございました。１日

に授業参観以外にもたくさんの内容を詰め込んだため、保護者の皆様も大変お忙しかったことと思

います。その中の一つとして、授業参観後の３校時に「スマホ・ケータイ教室」を開催しました。

講師の方をお招きし、昨年度に引き続き全校児童が参加してお話を聞きました。具体的な事例を提

示され、何が問題なのかを子どもたちに考えさせる学習でした。低学年の児童も周りの友達と真剣

に話し合う姿が見られました。今や、スマホもネットも、小学生が日常的に使っています。しかし

ながら、子どもも大人も、使い方を間違えると危険な道具になってしまいます。大人ですらスマホ

が手放せない状態になってしまうのですから、子どもはなおさらです。今回は、安全に使うために

必要な情報を話してくださいました。家族が共通の認識をもって今後のつきあい方を話し合うこと

が大切です。来年度以降も、参観日に「スマホ・ケータイ教室」を行う予定ですので、今後も積極

的な参加をお願いします。講師の方のお話を一部紹介します。ご家庭で話題にしてみてください。

昨年度に引き続き、参観日に合わせてAEDの講習会を行いました。子どもたちにとっても、よ

い体験となりました。役立てる日がない方がよいですが、訓練を重ね、いざというときに備えてお

くことは大切です。恒例の行事として、毎年実施していきたいと思います。給食試食会には、１年

生の保護者の方が参加されました。おうちの方と向かい合って座り、うれしそうに食べている姿が

印象的でした。午後は、引き渡し訓練を行いました。皆様お迎えに来ていただきありがとうござい

ました。自然災害だけでなく、あらゆる緊急事態に対応しなければなりません。これも、いざとい

うときの備えです。今後もご協力をよろしくお願いします。

令和５年６月６日

号

トラブルを防ぐには・・・

１ ラインメッセージを巡るトラブルを防ぐには

・ 相手の気持ちを想像する

・ 周りに流されず自分で考える

２ ネットゲームによるトラブルを防ぐには

・ おうちの人と相談する（時間やお金の使い方）

３ チャット機能利用によるトラブルを防ぐには

・ 知らない人とやりとりをしない

・ 気軽に投稿しない

思いやりを忘

れずに

いつでも疑う

絶対に会わない

ルールをつくろう

ルールを守ろう



４月に実施した学力調査について、結果はまだ戻っていませんが、子どもたちの回答をもとに校

内で分析し、よさや課題について話し合い、その要因と対策を考えてみました。

【よさ】漢字や計算など、基礎基本となる学力が身についている。

【要因】○授業中の漢字、計算指導の徹底

○朝学習を利用したスキルアップ

○家庭学習での反復練習

これは、学校だけで身につく力ではありません。日ごろから、家庭学習を大切にし、ご家庭で

も協力してくださっているからだと思います。ありがとうございます。

【課題】長文を読んだり、読んだことをまとめて書いたりすることが苦手である。

【要因】○何ページにもわたる長文になると一読で内容を理解できないため、問われていることに

答えられない。

○そもそも長文を読むことが苦手である。

【対策】○読書の機会を増やす。・・・興味のあることから文字を読むことに慣れる。

○日記や作文を書く機会を増やす。・・・日常的に文章を書くことに慣れる。

現代社会では、映像や短い言葉で表現する場が増えています。大人もじっくり読んだり書いた

りすることが減ってきています。そのような社会で、自ら考える力を育てるためには、やはり読

む力、書く力が必要不可欠です。課題をそのままにせず、少しでも解決できるように取り組んで

いきたいと思います。ご家庭でもご協力をお願いします。

課題解決に向けた取組の一つです。以前、読み聞かせボラ

ンティアを募集しましたが、5 月の読み聞かせの際は保護者

の方や地域の方にお越しいただきました。ありがとうござい

ました。今後もご協力をお願いします。

また、5 月 30 日(火)には、図書委員会の子どもたちが 1～

3 年生の教室で読み聞かせをしました。一生懸命に読んでい

る図書委員の姿に、聞いている子どもたちも真剣な表情でし

た。今後も様々な取組を行っていきたいと思います。

自然災害についての理解を深めるため、講師をお招きして出前授業が行われました。実験を交えて分

かりやすく説明していただき、土砂災害の仕組みや怖さなどを理解できたようです。授業の日が大雨だ

ったため、他人事ではなく、自分事として考えられる

学習になりました。先日も、東海・関東地方で豪雨災

害が起こりました。自然災害が増えるこの時期、ぜひ

ご家庭でも災害について話し合い、いざというときの

避難の仕方や持ち出し荷物の確認などをしておくとよ

いですね。


